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令和元年第４回西郷村議会定例会 

議事日程（５号） 

                  令和元年１２月１６日（月曜日）午前１０時開議 

日程第 １ 議案第７２号 専決処分の承認を求めることについて 

             専決第４号 令和元年度西郷村一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ２ 議案第７３号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の 

             一部を改正する条例 

日程第 ３ 議案第７４号 村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議案第７５号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議案第７６号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する 

             条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議案第７７号 西郷村会計年度任用職員の給与及び勤務条件に関する条例 

日程第 ７ 議案第７８号 西郷村職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議案第７９号 西郷村家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例 

             の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議案第８０号 西郷村下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用する 

             ことに伴う関係条例の整備に関する条例 

日程第１０ 議案第８１号 社会資本整備総合交付金事業平成３１年度施工鶴生橋橋梁補 

             修工事（第３期）請負変更契約について 

日程第１１ 議案第８２号 財産の減額貸付について 

日程第１２ 議案第８３号 令和元年度西郷村一般会計補正予算（第４号） 

日程第１３ 議案第８４号 令和元年度西郷村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１４ 議案第８５号 令和元年度西郷村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２ 

             号） 

日程第１５ 議案第８６号 令和元年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１６ 西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告の件 

日程第１７ 請願・陳情に対する委員長報告 

      ・文教厚生常任委員会 

      請願第 ５号 県立高等学校改革前期実施計画における再編整備に関する請 

             願書 

      ・産業建設常任委員会 

      陳情第 ３号 看護師と介護従事者の特定最賃新設を求める陳情 

追加日程第１ 発議第 ８号 県立高等学校改革前期実施計画における再編整備に関する意 

             見書の提出について 

追加日程第２ 発議第 ９号 看護師と介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設 

             を求める意見書の提出について 

日程第１８ 議員派遣の件 

日程第１９ 閉会中における継続調査の結果について 



－152－ 

日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

日程第２１ 総務常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２２ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２３ 文教厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２４ 西郷村議会改革検討特別委員会の閉会中の調査の件 

日程第２５ 閉会 
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・出席議員（１６名） 

１番 鈴 木 昭 司 君 ２番 大 竹 憂 子 君 ３番 鈴 木  修 君 

４番 君 島 栄 一 君 ５番 河 西 美 次 君 ６番 松 田 隆 志 君 

７番 鈴 木 勝 久 君 ８番 真 船 正 晃 君 ９番 藤 田 節 夫 君 

１０番 秋 山 和 男 君 １１番 矢 吹 利 夫 君 １２番 上 田 秀 人 君 

１３番 後 藤  功 君 １４番 大 石 雪 雄 君 １５番 鈴 木 武 男 君 

１６番 真 船 正 康 君     

・欠席議員（なし） 
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◎開議の宣告 

○議長（真船正康君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

          （「議長、議事進行について」という声あり） 

○議長（真船正康君） １０番秋山和男君。 

○１０番（秋山和男君） １０番。 

   議事進行について。 

   ９月第３回定例会において取り下げられました消費税関連８議案について、その後

どのような対応をとられたのか、議会に対しての何ら説明がありません。 

   取り下げを行った理由並びに今定例会に上程しなかった理由について、議長に対し

説明があったのか伺い、議会に対しても説明すべき考えであると思いますので、議事

進行発言といたします。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） 暫時休憩いたします。 

（午前１０時０１分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午前１０時０７分） 

○議長（真船正康君） １０番秋山議員より、第３回の定例会で８議案の取り下げについ

て、議長は説明を受けたかの質問に対して、議長は聞いておりませんという答えです。 

   １０番秋山和男君。 

○１０番（秋山和男君） はい、了解です。 

○議長（真船正康君） 以上でよろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

◎議案第７２号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 早速、本日の日程に入ります。 

   日程第１、議案第７２号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７２号「専決処分の承認を求めることについて 専決第４号 令和元年度西

郷村一般会計補正予算（第３号）」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 
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   よって、議案第７２号は原案のとおり承認されました。 

◎議案第７３号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第２、議案第７３号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７３号「議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正康君） 挙手多数でございます。 

   よって、議案第７３号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７４号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第３、議案第７４号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

   これより採決を行います。 

   議案第７４号「村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」、本案

に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正康君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第７４号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７５号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第４、議案第７５号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７５号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７５号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７６号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第５、議案第７６号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７６号「単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７６号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７７号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第６、議案第７７号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７７号「西郷村会計年度任用職員の給与及び勤務条件に関する条例」、本案

に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７７号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７８号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第７、議案第７８号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７８号「西郷村職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例」、本案に

対する賛成議員の挙手を求めます。 
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（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７８号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第７９号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 日程第８、議案第７９号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第７９号「西郷村家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第７９号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８０号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第９、議案第８０号に対する質疑を許します。 

   ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） ９番藤田です。 

   議案第８０号「西郷村下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに

伴う関係条例の整備に関する条例」について質疑いたします。 

   まずはじめに、なぜ公営企業法にするのか。その理由、目的を伺います。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） ９番藤田議員の質疑にお答えいたします。 

   今回上程しております条例の制定につきましては、下水道事業等の地方公営企業法

適用に伴い、関係例規の整理を行うものでございます。 

   法適用に至った理由、経緯ということでご質疑ですが、まず、公営企業とは地方公

共団体が経営する企業のことで、地方財政法施行令第４６条において、水道事業をは

じめとして１３の事業が公営企業として位置付けられております。下水道もその一つ

となっております。 

   また、公営企業の運営等を定めた地方公営企業法は、地方公営企業は常に企業の経

済性を発揮するとともに、その本来の目的である公共の福祉を増進するよう運営され

なければならないことを基本原則とし、公営企業に係る組織、財務、職員の身分取り

扱い等に関し、地方自治法の規定の特例を定めた法律でございます。 

   国では、平成２７年１月に総務大臣通知、公営企業会計の適用の推進についてを発

出し、その内容は、平成２７年度から３１年度までの５か年を集中取り組み期間とし

て、都道府県及び人口３万人以上の市区町村等については、地方公営企業法の適用に
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移行し、人口３万人未満の市町村についても、できる限り移行が必要との要請がなさ

れております。これを受け、村は、人口３万人以下ではありますが、平成２８年度よ

り下水道事業の地方公営企業法適用に向け、取り組んできたところでございます。 

   また、平成３１年１月、本年１月になりますが、総務大臣より、公営企業会計の適

用のさらなる推進についての通知が発出されております。人口３万人未満の市区町村

についても、令和５年度までの集中取り組み期間内に、地方公営企業法の適用が原則

必要とされたところでございます。 

   今後、直面する施設の老朽化、また、人口減少による使用料収入等の減少により、

これからの経営環境は厳しさを増していくことが予想されます。下水道を将来にわた

り安定的にサービスを供給していくためには、みずからの経営状況や資産状況を的確

に把握することが重要となっております。その上で、経営の健全化、事業運営に取り

組むことが必要となってまいります。 

   村では、その趣旨に鑑み、より経営状況等が把握しやすい地方公営企業法の適用に

向け、取り組んできたところでございますので、ご理解を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（真船正康君） ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） これ、最終的な目的は、老朽化とか使用料減少、少子化対策、少

子化によって、そういったことで、会計を別にして独自にやれということで、簡単に

言うと、これはもう、負担は使用者にみんな負わせるよということだと思うんですよ。 

   先ほど言われましたけれども、政府は３万人以上規模のまちですね、自治体には、

これを平成３１年度までにやれというふうな達しですけれども、３万人以下の自治体

ですね、特に地方が多いんですけれども、そういったところはこの限りではないと。

今言われた目的を見ただけでも、３万人以上で、すっかり整備されたところは、民営

化にいつでも移行できるというふうに私は感じるんですよね。 

   ３万人以下は、まだまだ下水道の整備もされていないところもあると思いますけれ

ども、そういったところでは、なかなか企業が受けるところがないということで、

３万人以下はあまり重要視していないということだと思うんですけれども、とりあえ

ず、３万人以下の自治体で、福島県内で何か所ぐらい、これに応募しているというか、

企業化に向けて、今、実施に向けてやっているのか、お伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） お答えいたします。 

   ３万人未満の県内の取り組み状況、また、適用されている状況についてご説明いた

します。 

   ３万人未満でございますと、適用済み、既に公営企業法を適用している自治体につ

きましては、三春町の１町のみです。 

   現在、総務大臣通知により、現在取り組みを行っている自治体につきましては８町

村、また、検討中ということで、事務をこれから本年度、また来年度あたりから始め

ようとしているところが、今のところは２５町村あるという状況でございます。 
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○議長（真船正康君） ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） 今、課長が言われたように、三春町だけがもう済んでいるという

ことで、取り組みやっている自治体もあるということですけれども、これ、以前ね、

以前というか、今でも問題になっていますけれども、上水道の民営化が一時問題にな

って、今でも宮城県とか、そっちのほうは、こういった上水道の民営化に向けて、県

知事はやりたいという方向で進んでいます。 

   こういう形で企業化することで、結局ああいう、仙台市とか密集しているまちなん

かは企業に任せちゃう。だってこれ、我々生活していくのに、企業に任せたらば、ど

ういうことになるか、自然とわかると思うんです。災害も当然多いし、そういったと

ころの復旧だってあるだろうし、そういったものを全部、住民というか村民に押しつ

けられる可能性はあるんですよね。こういったインフラの関係は、やっぱり行政独自

にやっていくのが本筋じゃないのかなと思います。 

   今の村の下水道の接続率というか、それ、何％ぐらいかわかりますか。なぜ聞くか

というと、大体これ、企業化に踏み切っているのは、ほとんど１００％に近い自治体、

もう全て接続している、全ての住民が下水道を利用しているというふうな自治体が多

いと思うんですよ。西郷村は、その辺から見ると、何％が接続しているのかなと思う

んですけれども、わかれば。 

   あと、完全に西郷村は、下水道工事が終了したのかどうかなのか。全ての村民が利

用できる、接続しているは別としても、そういった状況になっているのかどうか、お

伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） お答えいたします。 

   普及率、接続率のご質疑でございますが、正確な手持ち資料をちょっと今、持ち合

わせておりませんが、普及率につきましては、村内公共下水道につきましては７割ち

ょっとでございます。その整備した７割の中で、実際に接続をされていたのが９割ち

ょっとでした。 

   全員が使える状況にあるのかというご質疑でございますが、整備しているのが認可

区域の中の約７割となっておりますので、３割につきましては、合併浄化槽なりを使

用する形となっております。 

   集落排水事業につきましては、４事業を行っておりますが、全体の接続率が約７割、

７３％ぐらいだったと把握しております。 

○議長（真船正康君） ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） 正確な情報はわからないというんですけれども、集落排水だけ見

ても、上野原７９％、追原５２％、真船７７％、羽太８３％ですかね。平均すると

７０％ということで、まだまだ接続している家庭が少ないという、こういう状態でい

きますと、これ、多分国は、大まかに言ってなんですけれども、企業は別にして、見

える化というかね、経済というか、使用料とか工事費とか、そういうのを見える化に

してやっていくんだろうと思うんですけれども、西郷村のこの状況を見ると、すぐに
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は企業化というのは、誰もやる人もいないのかなと思いますけれども、これをやって

いくことによって、いつでもそういう状態が起きれば、企業化して、企業に譲渡しち

ゃうというか、そういうことも、私は狙いがあるのかなと思っています。 

   実際、今の状態で移行するとなれば、大変な利用者に負担がかかると思うんですけ

れども、それ聞いてもしようがないかなと思うんですけれども、できれば私は、こう

いったことは時期尚早かなと思います。 

   国の狙いとしても、地方自治体にはこういったことを押しつけてはいないわけです

から、成り立たないですもん、だってこれ。成り立つと思いますか、これ。もし企業

化して、明確化して、一般財源からも繰り入れができない状況で、この上下水道。 

   課長としては、どのような考え持っていますか。村長でもいいんだけれども。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） お答えいたします。 

   経営が成り立っていくのかということでございますが、基本的に会計が、今の特別

会計から公営企業法適用の会計に移ったとしても、その状況というものが変わること

はありません。 

   それで、なぜ、適用する意義というかメリットとしますと、これまでの勘定会計と

いうものは、決算において、歳入歳出がほぼ同額程度、非常に近いもの、均衡してい

る、また、管理運営に係る部分と建設費などの投資的な経費というものが混在してい

る予算になっております。問題が見つけにくいということもありますし、事業運営に

必要な経費が使用料でどれだけ賄われているかわかりにくいことや、事業を形成して

いる、持っている資産ですね、それがどのくらいあるかということがわかりにくいと

いうことと、その資産が何の財源によってつくられてきたのかというものが非常に把

握しにくいという難点がございます。 

   一方、公営企業の会計方式においては、水道事業でも既にやっているものですが、

損益計算書や貸借対照表などの財務諸表というものを作成することによって、一会計

期間における収支、赤字なのか黒字なのかということが明らかになるということと、

それが将来的な原価計算にも生かすことができるという利点もございます。 

   また、下水道事業が持つ資産の量や現在の価値、その資産を構成する財源について

も把握することができるという利点がありますので、事業計画や耐用年数を経過した

資産の更新計画等にも反映することができると考えております。 

   下水道施設の各資産につきましては、法定耐用年数というものが定められておりま

す。その資産価値は、時間の経過とともに減少してまいりますが、これまでの勘定会

計制度には、この方式はございませんでした。その価値の減少分を減価償却費として

費用を計上することで、留保財源の確保が図られ、将来的に施設の修繕・更新等に活

用できることや、一般会計繰入金を減価償却費の費用として充てた部分に関しては、

消費税の特例が受けられるということで、節税の効果につながるということから、村

では法適用する意義、メリットというものが大きいのではないかと考えております。 

○議長（真船正康君） ９番藤田節夫君。 
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○９番（藤田節夫君） メリットも今、何点かあるということですけれども、でも、最終

的には、これは本当に、これが老朽化に伴って、使用料の減少ということで、明確に

分けて、住民のほうから、そういった請求やっていくんだという方向だと私は思うん

ですよ。村の場合、まだ、そういった状況じゃないと思うんですけれども、だから、

時期尚早ではないのかなと私が思うところです。 

   それと、第１条で、建設課と上下水道課を建設課に改めるということしか書いてい

ないんですけれども、単純に見ると、ああ、これが上下水道、別の企業会計になるの

で、分けて、水道局みたいになっちゃうのかなと思うんですけれども、その体制はど

うなりますか。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） お答えいたします。 

   現在の課設置条例に定めております上下水道課につきましては、地方自治法の規定

によりまして、公共下水道事業及び農業集落排水事業等の事務を担う上下水道課とし

て設置されております。また、地方公営企業法の規定により、現在、西郷村水道事業

及び工業用水道事業の設置等に関する条例で組織されております上下水道課というも

のもございます。２つの法律の規定によりまして、１つの組織として上下水道課が設

置されているところでございます。 

   令和２年度から、公共下水道及び農業集落排水事業について、地方公営企業法の規

定により、条例で組織された上下水道課を整理・統合するために、本条例１条におい

て、西郷村課設置条例の一部改正を行い、上下水道課及び事務分掌を削るという内容

でございます。 

   その建設課、上下水道課を削りという表記となっておりますが、こちらにつきまし

ては、条例と法規の改正の仕方というものに基づいて、前後関係がわかるように、今

の条例ですと、上下水道課の上に建設課という表記がありますので、その前後関係が

わかるような法令の記載の仕方から、それに基づいて出しているものでございます。 

○議長（真船正康君） ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） 法令の関係で、記載の仕方で、こういうふうになるということで

すけれども、結局は上下水道課としては、これからも残っていくということで理解し

ていいんですか。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） お答えいたします。 

   令和２年度からは、現在の西郷村水道事業及び工業用水道事業の設置に関する条例

第４条において、公営企業の事務を処理させるための組織として、既に上下水道課が

設置されております。この条例においては、水道事業及び工業用水道事業のみの設置

に関する条例でございますので、下水道事業が現在は含まれておりません。 

   今回上程しております条例制定の第１０条において、西郷村水道事業及び工業用水

道事業の設置等に関する条例の一部改正を行いまして、その題名、条例名ですね、あ

と第１条中の水道事業及び工業用水道事業の表記を水道事業、工業用水道事業及び下
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水道事業と改めまして、上水・工水・下水、３つの事業を含めた公営企業法を適用す

る事業に統合する条例に改正するものでございます。 

○議長（真船正康君） ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） 明記はされているということで、条例の変更でそうなっていくと

いうことは理解しましたけれども、この提案理由というのもあるんですけれども、提

案理由ね。１行とかではなく、もう少し、こういったときの条例の改正等については、

目的ぐらいは提案理由にしっかり書くべきじゃないですかね。 

   先ほど言った、老朽化に伴ったり、少子化でそういうので、こういうふうに条例変

えていくよ、改正されるよというぐらいはしないと、我々だって、これ見ただけでは

全然わからないし、資料を見たって、なかなか理解できないところもありますので、

ぜひもう少し丁寧な提案理由説明ですか、お願いしまして、今回はこれで質疑は終わ

ります。 

○議長（真船正康君） そのほか、質疑ございますか。 

   １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   議案第８０号について質疑をしたいと思います。 

   ただいま藤田議員の質疑を聞いていて、何となく納得はできてきた部分はあるんで

すけれども、まず私、もう一度戻りまして、なぜこの公営企業法の規定を全部適用す

るのかということなんです。 

   要するに目的、公営企業法の規定を全部適用するということは、いわゆる公営企業

法に基づいて運営していくということで、いわゆる利益の追求というのが出てくるの

かなと思うんですよ。実際これ、利益の追求というのはつながっていくのか。そこを

ちょっと１回確認したいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（相川 晃君） 上田議員の質疑にお答えいたします。 

   公営企業法適用によって、利益の追求につながってくるのかということでございま

すけれども、私が考えるに、現在の国から通知というものは、あくまでも経営状況と

財務状況の明確化、見える化ということの要請が趣旨であると考えております。 

   公営企業につきましては、独立採算の原則というものが基本ではございますけれど

も、この法適用によって、即刻料金の見直し等につながるものではないと考えており

まして、村としては、経営状況の見える化によって、下水道事業の状況について、説

明責任の向上を図るという意味でも、法適用の意義というものがあるのではないかと

思っております。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   利益の追求までというのは、まだ村としては考えていないということだと思うんで

すけれども、いわゆる今答弁の中にあった経営の健全化、あとは資産管理の適正化と

いうことですよね。いわゆる企業会計、今やっている特別会計の企業会計の原理原則
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に基づいて、それをさらに進めろというのが国の考えなのかなとは思うんですよ。 

   経営の健全化ということは、いわゆる特別会計の原則に基づいて、独立でやりなさ

いよということだと思うんです。 

   今、村では特別会計に、政策的繰り入れやっていますよね。法的繰り入れじゃなく

てね。その政策的繰り入れを今後減らしていきなさいよというふうにくると思う、そ

こが連想するところなんですよ。そうなったときに、じゃ受益者負担だけで、この事

業というのは行えるのかというところなんです。今ですら行えないものを、じゃやろ

うとすれば、利用料の引き上げにつながりますよね。果たしてそれが村民のためにな

るのかということを考えているのかなというふうに思うんですよ。 

   これは国の政策で、そうしなさいよと言われれば、せざるを得ないんだろうけれど

も、いわゆる負担者の、これ以上負担を大きくしていくことというのは、果たして村

民の暮らしはどうなのかということです。そうなってきたときに、じゃ国は何を言っ

てくるのかというと、今度は広域化を進めなさい。今、水道事業でも始まりましたよ

ね、広域化をしなさいよということ、多分そのほうに移行していくのかなと思うんで

す。いわゆる国保と同じように、県一本化にするような。そこまではいかないでしょ

うけれども、人口何人割での広域化を進めなさいよということで、いわゆる国の支出

金の削減を今回、目的にしているんじゃないかと思うんです。 

   それに村は、ただ単純に乗っかってしまっていいんですかというところなんですけ

れども、これ村長、いかがですか。これ、村長の考えだと思うんです。伺います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 制度とかについては、課長が答弁したとおりでありまして、受益

者を守っていかなきゃならないというのは当然のことであります。 

   水道については、広域化ということで、昨年、コンセッション方式ということであ

りましたけれども、村としては、そういうことは考えておりませんということで、下

水道も同じように、コンセッション方式は考えておりません。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   コンセッション方式は考えていないということで、とりあえず理解をしたいと思う

んですけれども、村長においては、これまで国が進めてきた下水道事業、このことに

対して、国のまず一次的責任をきちんと追及すべきだと思いますよ。 

   単に広域化しなさいよじゃなくて、国が補助率を、最初は物すごい９０％ぐらいの

率を示して、下水道を整備しなさいよと進めましたよね。それに対して、今度は補助

率をどんどん下げてくる。最終的には、今度は交付税の中で含ませて負担しますよと

かと、そういうやり方をしてきた。そういうことに対して、国は一切責任をとってい

ない。そのことをまず、責任を追及すべきだというふうに申し上げて、私の質疑を終

わります。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） そのほか、質疑ございますか。 
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（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

   ９番藤田節夫君。 

○９番（藤田節夫君） ９番藤田です。 

   議案第８０号に対して、反対の立場で討論いたします。 

   水道、下水道は、地域住民にとって必需的な公的財・サービスを提供する重要な役

割を持っています。 

   公営企業は、独立採算制を経営原則としていることです。民営化につながる前提と

して考えられることです。独立採算制になれば、一般会計からの繰り入れも抑制され、

使用料金の値上げとなり、家庭の負担増が予想されます。本村においては、接続率も

低く、ましてや下水道整備も完全に整備されていない本村においては、時期尚早と思

います。 

   よって、議案第８０号に反対します。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） 賛成討論の方はいらっしゃいますか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８０号「西郷村下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに

伴う関係条例の整備に関する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正康君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８１号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１０、議案第８１号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８１号「社会資本整備総合交付金事業平成３１年度施工鶴生橋橋梁補修工事

（第３期）請負変更契約について」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８２号に対する質疑、討論、採決 
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○議長（真船正康君） 続いて、日程第１１、議案第８２号に対する質疑を許します。 

   １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   議案第８２号「財産の減額貸付」について、質疑をしたいと思います。 

   まずはじめに、この議案第８２号と次の議案第８３号の第４款衛生費、保健衛生費

の予算が大きく関係するものというふうに、私、理解をしております。 

   この８２号を審議するに当たって、議案第８３号の一部も少し触れなければ、ちょ

っと内容確認とれない部分がありますので、含めて、ちょっと質疑をしたいと思いま

すので、お許しをいただきたいと思います。 

   今申し上げましたように、この議案第８２号と８３号における保健衛生費の中の医

療施設整備支援事業補助金について、まさに深い関係があるということで理解をいた

します。 

   そこで、伺いたいと思いますけれども、まずはじめに、医療施設整備支援事業補助

金に関する村の要綱を定めた上で、この議案を上程されているのか、確認したいと思

います。いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） １２番上田議員の質疑にお答えいたします。 

   補助要綱の制定についてでございますが、補助要綱は、まだ制定はされておりませ

ん。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   補助要綱が制定されていないということで、今、答弁をいただいたんですけれども、

村が行うさまざまな補助金の交付については、地方自治法第２３２条の２、さらには

補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律並びに同施行令、村においては、西

郷村補助金等交付基準、西郷村補助金等の交付に関する規則などに、この定めによっ

て運営されるものというふうに私は理解をしております。 

   そこで、伺いたいと思いますけれども、要綱ができていない中で、村の定める村の

規則、基準に応じて、補助金に関する協議書、申請書というものは出されているのか、

確認したいと思いますけれども、いかがですか。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   補助要綱に対する協議ということでよろしいですか。（不規則発言あり）相手から

ということですか。（不規則発言あり）補助要綱に関しましては、提出されておりま

せん。（不規則発言あり）それに関する協議書は提出されておりません。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   私たち議会が、この議案について、いろいろ控室なり、休会中にお話をしました。
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その中で、みんなが声を合わせるのは、この議案について、何の一点の曇りもない確

実な形で、大いに賛成をしたいという考えなんですよ。 

   しかしながら、残念なことに今、執行者の答弁を聞いていると、やっていることは

本当にこれ正しいんですか。いわゆる村の規則とか要綱とかありますよね。その定め

に応じて、これは運営すべきなんじゃないんですか。そういった疑義を持ったまま、

議会としては、先ほど言ったように、賛成するという形はなかなか難しいんじゃない

ですか。 

   議長、これは議事進行の発言にしたいと思うんですけれども、お許しいただけます

か。 

○議長（真船正康君） はい、了解しました。 

○１２番（上田秀人君） じゃ、議事進行ということで、この議案第８２号、さらには議

案第８３号の保健衛生費補助金のことに関してなんですけれども、交付手続について、

法律や村の規則、基準など適合しているのか。これをきちんと確認していただきたい

と思います。 

   そして、先ほど私、申し上げたように、この議案に関しては、何の一点の曇りもな

く、議会としては大いに賛成をしたい、そういうふうに考えていますので、きちんと

確認をしていただきたいと思います。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   要綱がない中で予算を上げているということが、おかしいのではないかということ

のご質疑でよろしいですか。（不規則発言あり）すみません、予算を伴う条例、規則

等についてでございますが、地方自治法第２２２条第２項に、「普通地方公共団体の

長、委員会若しくは委員又はこれらの管理に属する機関は、その権限に属する事務に

関する規則その他の規定の制定又は改正があらたに予算を伴うこととなるものである

ときは、必要な予算上の措置が適確に講ぜられることとなるまでの間は、これを制定

し、又は改正してはならない。」と規定されております。 

   したがいまして、今回の補助要綱につきましても、予算成立をもって制定されると

いうことになりますので、ご理解賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（真船正康君） 議長から、議事進行ということでございます……（不規則発言あ

り） 

   １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま担当課長のほうから、地方自治法第２３２条の２に基

づいて、財政の予算を組んだということなんですけれども、ここの解説書いろいろ、

地方自治法第２３２条の２の解説書をいろいろ読んでいますと、各自治体の交付の根

拠ということで、補助金交付規則、補助金交付要綱など、長の規則ということで規定

されているんじゃないですか。これ、２条の１４項にこの部分があると思うんですけ

れども、こういう規則に基づいてやったのか、やっていないのか、ちょっと確認して

いる。 
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   議長におかれましては、今私が申し上げたとおりに、この議案を上げるに当たって、

こういった規則とか、それに一切の曇りがないのかということを確認したいです。決

して反対しようとか思っているわけじゃないので、そこを確認していただきたいと思

います。 

   以上です。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） 今、議事進行ということで、確認をという要請されましたので、

暫時休憩いたします。（不規則発言あり）午前１１時２０分まで休憩いたします。 

（午前１０時５６分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午前１１時２０分） 

○議長（真船正康君） 休憩前に引き続き、１２番上田秀人君の議事進行に対する執行部

の説明を求めます。 

   財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   先ほど上田議員から、地方自治法第２３２条の２の規定についてお話がございまし

た。 

   ２３２条の２では、「普通地方公共団体は、その公益上必要がある場合においては、

寄附又は補助をすることができる。」という規定がございます。それを受けまして、

今回、村の補助要綱を制定しようとしているわけでございますが、それに関しまして

は、先ほどご説明しましたように、地方自治法第２２２条で、予算の成立をもって要

綱が制定されるという規定がございますので、ご理解賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） その地方自治法第２３２条の２の解釈の仕方なのかなと思うん

です。 

   私が思うには、補助金の交付の理由、必要性について住民の方に、我々は住民の代

表としてここに来ているわけですから、きちんと説明する義務があるのかなというふ

うに思うんですよ。 

   補助金を交付するに当たって、その裏付けとなるものがきちんと示されないままに、

ではこの土地の減額の部分について、財産の減額の貸し付けについて審議をしてしま

っていいのか。その部分が含まれている一般会計の予算について審議をして、採決を

してしまっていいのかというところなんですよ。 

   ですから、その裏付けがあれば十分に、皆さんて、村民に向かって、こうこうこう

いう裏付けのもとに私たちは判断をしましたということが言えると思うんです。 

   私が先ほどから言っている各自治体の交付の根拠ということで、これが資料が、私

の見ている資料が古いのか新しいのか、ちょっとわからないですけれども、もしかす
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ると、これ見ているの、間違っているのかもしれないんですけれども、いわゆる各自

治体の交付の根拠ということで、自治体の内部規定により交付するという部分があり

ます。これをさらに、この資料を見ていくと、いわゆる憲法第８９条の部分が出てき

ます。憲法上の規定と、補助金支出の根拠ということで、憲法上の規定、８９条の中

で一番最後のほうに、宗教組織や教育など、私的事業に対する公金の支出の制限とな

っているんです。 

   この私的事業という部分で、いわゆる診療所、今回話が出ている診療所、我々は公

益性が十分保てるものだというふうには理解しているんですよ。しかしながら、とり

ようによっては、診療所というのも個人経営とか医療法人の経営となってきた場合に、

その個人もしくは医療法人の利益、収益と公益性との区分というのがはっきり見えな

いと、果たしてどう判断すべきかというところで、その根拠を示していただきたいと

いうことなんです。 

   ですから、先ほど話にあった要綱の案について、まだ案だということで議会も理解

をしながら、もし示していただけるんであれば、まず示していただければというふう

に思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） 要綱についてのご質疑にお答えをさせていただきます。 

   今回、財政課長のほうから答弁がありましたとおり、予算のご承認をいただいた後

に制定をするという予定をしておりまして、予算の要綱の案は作成しております。 

   それをお出しするのには、ちょっと準備ありますので、若干お時間のほうをいただ

ければというふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   示していただいて、先ほど私、申し上げたように、一点の曇りもない状況で、これ

を判断していきたいと思うんです。 

   議会が、先ほどから言っているように、私らはみんな、もろ手を挙げて、両手を挙

げて賛成をしたいという考えだと思うんですよ。ですから、その要綱案で結構なので、

示していただきたいなというふうに思います。 

   あとは、西郷村の定める補助金の交付基準並びに交付等に関する規則、これなんか

も資料として提出していただければ、より判断が我々はしやすくなるのかなというふ

うに思います。それで、我々の持っている村民に対する説明責任も果たせるものかと

いうふうに考えますので、議長におかれましては、ここで１時まで休憩をとっていた

だいて、その資料を配布していただければというふうに思います。よろしくお願いし

ます。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） ただいまより午後１時まで、資料提出のために休憩をいたします。

いかがでしょうか。（不規則発言あり）じゃ、午後１時まで休憩とします。 

（午前１１時２７分） 
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◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君より要請のありました資料について、休憩中に

議席に配付しておきましたので、ご了承願います。 

   休憩前に引き続き、議案第８２号に対する質疑を続行いたします。 

   健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） まず、今ほど配付をさせていただきました資料につい

て、ご説明のほうをさせていただきます。 

   まず、西郷村補助金等交付等に関する規則と西郷村補助金等交付基準、こちらにつ

きましては、村がそれぞれ補助事業を実施する際の基準と、あと事務手続等を定めた

規則と基準になってございます。これに、村で補助事業を実施する際は、この補助の

規則等に定めるもののほか、それぞれ事業ごとに交付要綱を制定をして、事業を実施

しているということでございます。 

   今回、ご指摘をいただきました西郷村医療施設整備支援事業補助金交付要綱につき

ましても、今回、８２号で予算案として計上している予算案をご承認いただいた後に、

この交付要綱を、交付をして、この事業を実施していくというような流れで考えてお

ります。 

   この医療施設整備支援事業補助金の交付要綱でございますけれども、まず、補助対

象者につきましては、それぞれ医療法に基づく病院もしくは診療所を新設もしくは増

改築を行う医師または医療法人を対象としております。 

   さらに、対象者の要件としまして、村内において１０年以上診療を継続する見込み

がある者と、もう一つ、一般社団法人白河医師会に加入して、積極的に地域医療に貢

献しようとする方を対象としております。 

   補助の区分、対象経費、あと補助率につきましては、当該交付要綱の一番後ろのペ

ージをごらんいただきたいと思います。 

   まず、施設整備費につきましては、補助対象事業費を２,０００万円に設定をしま

して、その２分の１、１０分の５を助成すると。補助限度額を１,０００万円という

ふうに案を制定しております。 

   また、設備整備、医療機器等の整備につきましては、補助対象事業費を５００万円

に設定をしまして、補助率１０分の５で、補助限度額２５０万円というような案にな

っております。 

   当然この金額では、施設整備、設備整備も実施できませんので、これを超えた分に

ついては、各医師もしくは医療法人の方がご負担をいただくというようなことになり

ます。 

   この要綱の第５条以降につきましては、実際の、この事業を実施する際に、その対

象となっている、申請をされる方からの必要な書類、あと手続等について書いてござ

います。 
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   第１４条のほうをごらんいただきたいと思います。 

   こちらの第１４条のほうで、補助事業者に対し、村の医療・保健・福祉・災害対応

等の事業について、村から協力を求められたときは、これに協力しなければならない

というような義務規定を設けておりまして、これができる方に限定をして補助をして

いくというような予定をしております。 

   以上が要綱についての説明でございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   ただいま、要綱等々を示していただいて、何となく見えてきたものがございます。 

   ただ、前半に私が申し上げた地方自治法の解釈の仕方、あとは憲法第８９条という

言葉を先ほど使いましたけれども、この８９条の中の補助金支出の根拠ということで

規定がされているというふうに、私、理解をしております。これらの解釈の違いがあ

るのかなというふうに思います。 

   ただ、これ以上やっても平行線になると思いますので、ここで納得をすべきかなと

いうふうに今、自分に言い聞かせているところであります。 

   今回のこの議案第８２号「財産の減額貸付について」ということで、本題に入って

いきたいなというふうに思いますけれども、なぜ今回、この財産の減額の貸し付けを

行うのかということ、その理由を伺いたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   なぜ減額するのかということでございますが、減額の理由につきましては、村内の

医療の充実を図るため、誘致診療所の運営を継続的に行うことができるよう、土地を

減額して貸し付けしようとするものでございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   ただいま理由説明いただいたんですけれども、いわゆる８３号のほうにも、ちょっ

と入っていってしまうのかなと思うんですけれども、今示していただいた要綱、まだ

案の状態ですけれども、この１条で、１条の中の２段目かな、村民の健康と福祉の増

進に寄与することを目的としてというふうに規定されていますよね。 

   第１４条で、先ほど担当課長のほうから説明あったんですけれども、医療・保

健・福祉・災害対応等の事業についてということで、本当に村に、村民にとってあり

がたい話だなというふうに思うんですけれども、その中で一つ気になるのは、村長が

この定例会の提案理由の説明の中で、周産期から終末期までというお話でしたよね。

お母さんのおなかに入った、２２週目からなんだっけか、周産期ってね。妊娠２２週

目からだね。違ったら違うと言ってくださいね。その２２週目から、その方がお亡く

なりになるまでということの解釈だと私、理解しているんです。周産期から終末期と

いう話だった。 
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   そういった大きな役割を担っていただくための診療所であれば、減額ではなくて、

これ、無料でいいんじゃないかと思うんですけれども、そういうお考えになりません

でしたか。伺いたいと思います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   無料ということを今言われましたけれども、無料でなきゃならないということもな

いんですけれども、貸し付けの限度額というか、４％というルールがあるもんですか

ら、とりあえず貸し付けの方向で考えておりました。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   貸し付けの方向で考えておりましたということで、今答弁もらったんですけれども、

それで納得しろと言われても、ちょっと無理だなというふうに私は思うんです。 

   というのは、さきに申し上げたように、本当に村民の方の健康と福祉の増進、まし

てや今、村が始まった子育て支援センターがありますよね。この子育て支援に今、村

は力を入れようとしている。そういった中で、その脇に子ども診療の専門的な部分が

あるということは、本当に大いに役に立っていただけるだろうし、これからこの西郷

村を担っていってくれる子どもたちを村全体で支えていける、そのための施設だとい

うふうに考えます。ですから、やはり無料にすべきだったんじゃないかというふうに

思います。 

   これ以上言っても、多分平行線になると思いますので、いい話なので、私は賛成す

べきかなというふうに考えております。 

   最後にもう一つだけ申し上げます。 

   また前後しますけれども、今回、このやり方については、村は全くもって説明不足

だというふうに私は思います。せっかくこういういい話なので、こういう話がないよ

うに、きちんと事前に議会との協議を進めていただきたい。このように申し上げて、

私の質疑を終わります。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） 続いて、議案第８２号に対する質疑はございますか。 

   ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） ８番。８２号「財産の減額貸付」について質疑をさせていただき

ます。 

   前段、上田議員の要請によって要綱を出していただきました、案ですね、要綱の案

を出していただきましたので、どういう内容で考えているのかということがわかりま

したので、中身は少し見えてきたというところでございます。 

   この出していただいた要綱と、これ、やはり、前の上田議員が言うように、８３号

の補正予算もちょっと絡みますので、申しわけありませんが、ご了承いただいて、質

疑をさせていただきたいと思います。 

   まず、一番最初に、基本的なことから申し上げますが、私も同じく、診療所ができ
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るということは決して反対でありませんし、大いに結構だと思いますし、ぜひお願い

したいというところでありますが、ただ、最後に上田議員が言っていたように、最初

のスタート、９月２５日でしたか、第１回の全員協議会の開催要請があって、開催さ

れたその中身、そして、その後、１１月２１日でしたか、２回目、２回全協を開いて、

説明をいただいたわけでありますけれども、当初のお話、説明の中身ですと、私から

申し上げるより、副村長があのとき説明をしていただいた。重点的には、副村長がい

ろいろ、今までお進めになってきた中身だと思いますので、簡単で結構ですから、最

初のところからの、今回のこの話の経過、こういうことからこういうことになって、

全協の説明に至ったというところを、簡単にまず、ご説明いただきたいと思います。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 真船議員の質疑にお答えいたします。 

   全員協議会の中でも私、言ったところがありますが、２月の初旬、５日か６日だっ

たと思うんですが、２月の初旬に村長が（不規則発言あり）失礼いたしました。２月

５日に村長が東京に行ってきておりまして、そのときに、白河市か西郷村に医療機関

が来たいというような話がありますよと、そのような話を受けました。それを受けま

して、じゃ早速当たってみようというふうな形で、いろいろ土地を、図面等ですね、

紹介し始めたのが一番最初でございます。 

   それから、ずっと紹介しておりまして、６月に会うことができました。それまでは

ちょっと、用地、誰先生かというふうな話がなかったんですが、はっきりしていなか

ったんですが、６月にお会いすることができました。 

   それで、６月中旬、私のメモですと６月１７日です。そのときにはじめて、西郷村

か白河市、白河市も当たったんですけれども、西郷村は土地がありますかというふう

な形を言っていただきましたので、ぜひ西郷村に来ていただきたいというようなこと

を思って、土地を探し続けました。 

   それで、そのときに、６月１７日に、土地を探すのも、間に合わなかったら断るし

かないもんですから、一応、どんなふうなスケジュールなんでしょうかということを

聞いてみました。そうしたらば、大体、令和元年８月ぐらいまでに用地を決めて、令

和２年４月に建設し、令和２年９月に大体のスケジュールということを聞きました。 

   これまで何度か話をしている中でも、なかなか……すみません、平成３１年の、令

和元年２月に最初やったときに、ちょっと先生と、先生じゃないんですけれども、仲

介者と聞いたらば、２月から６月まで、ちょっと間あったんですが、その間の中では、

なかなか、今勤務しているところをやめることが、なかなか了解得られないかもしれ

ないというふうなことで、ちょっと期間はここがあいたようです。ただ、６月の中旬

に、このスケジュールを聞いて、ああ、じゃ先生が大体やめられるようになったのか

なと。話では、２年ぐらいかかったという話でした。 

   ですから、じゃ８月までに間に合わないときには断ろうとは思っておりました。そ

れで、私の判断が誤りあったかもしれませんが、そんなふうな形で、８月にこっちに

来ていただいたときに、ここの土地を選定して、ここなら来たいと、じゃぜひとも来
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てくださいということの話になりました。これまでの経過です。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 今、２年ほどかかる、やめるまでにかかったというのは、それは

この前の話ですと、日赤のほうからという先生のお話ですね。でも、今回貸したいの

は、ねもとクリニックですね。（不規則発言あり）そうしますと……（不規則発言あ

り）そこちょっと、前はそこまでの話、来るという話は聞きましたけれども、ちょっ

とそこをもう１回、説明願います。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 根本先生の分院という形でやりたいという形にはなりました。 

   ただ、一番最初聞いたときには、来てくれる先生が、車の運転がなかなか、そんな

上手じゃないというか、あまり好きじゃないというふうな形もあったもんですから、

私がそちらに行ってやるか、新しい先生がこちらに来てやるかというのは、そのとき

にはまだ決めていなかったと思っております。 

   今回は、根本先生の分院という形で、土地は根本先生にお貸しするような形です。

建てるのも、もちろん根本先生が建てます。ただ先生は、赤十字の先生が来て診てい

ただけると。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） ちなみに、お幾つの方なんですか、この先生は。（不規則発言あ

り）じゃ調べていただいて。 

   そうしますと、分院で、基本的にはその先生が、こちらに開院したときには、メー

ンでやられると、診療してくださるということかと思いますが、その件と、あと、そ

うすると、あまり運転がということであれば、どんな建物になるかわかりませんけれ

ども、もしかして、その中に宿泊施設なり住んで、そこで診療所開設というようなこ

と、あるいは西郷村に住んでいただくことが可能なのかどうか。ちょっとそこまで、

もしわかれば。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） お答えいたします。 

   生年月日、昭和４７年８月１０日で、４７歳の先生です。（不規則発言あり）

４７歳ですね。（不規則発言あり）昭和４７年８月１０日です。 

   それで、車の運転どうのこうのはありましたが、一番最初は本当に、新白河の駅前

近くというような形を言われておりました。ただ、新白河の駅前近くになかなかいい

土地が、私のほうも紹介しました。先生も見て、なかなかというふうな形で、いろい

ろ近いところは見つけたつもりなんですが、なかなか気に入ってもらえなくて、そこ

でこちらを、少しずつ役場のほうに近めて、なったというのはあります。 

   それで、宿泊してどうのこうの、住所を移してというのは、ちょっとまだ私のほう

も把握しておりませんが。 
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○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 思ったよりお若い先生なので、例えば、本当に来ていただけると

すれば、その先生がメーンでやっていただくのであれば、心強いかなというふうには

思いますが、ちょっと関連、今、住まいがどうなるのかということの関連してのこと

になるんですが、実は、このいただいた要綱の案、この案は、白河市では診療所新規

開業奨励金交付要綱というもの、できていますけれども、これ、ちなみに課長、参考

にしましたか。（不規則発言あり）なっている、参考になっている。 

   白河市では既にこの要綱ができていまして、その要綱とちょっと比較を、いただい

た中身、比較してみました。ちょっと心配する部分がありますので、それらをちょっ

と何点かお答えいただきたいんですが、まず、今、住まいがどうなるかということの、

私にとっては一番大事なことの、この議案の一番大事な部分なので、最後に聞きたか

ったんですが、住まいの話が出たので、私のほうから出したので、お聞きしますけれ

ども、先ほど課長の説明の中でも、村への貢献の部分が出てまいりましたけれども、

白河市のこの要綱で、地域への貢献等ということで、タイトルは同じ中身になってい

ますが、その中身を見てみますと、今案として考えているやつは、ちょっと漠然とし

たといいますか、はっきりとした中身といいますか、実際じゃ、どれが該当、どうい

う者が該当するのかというのが、はっきりと私には見えない部分が多いんですが、白

河市のほうを申し上げますと、奨励金の交付を受けた者は、小児・平日夜間救急外来

診療の実施、休日当番医への従事、市立学校の学校医への就任等により地域医療に貢

献するとともに、市が実施する医療・保健・福祉事業に協力するよう努める者とする

というような貢献の条件が出されています。 

   この中身でいきますと、確かに休日当番医、うんそうだな、学校医、これは当たり

前のことだなというふうに思いますが、一番大事な平日夜間救急外来診療の実施とい

うのが、一番最初の地域貢献の条件に入っているわけですね。 

   いろいろ今までご説明いただいた中でも、村の医療体制を充実させるために減額す

るんだというようなこととか、いろいろ、そこが一番最初の話になっているようです

けれども、例えば、白河市が一番最初に出している夜間救急外来、子どもを持ってい

ますと、夜、急に熱が出たりで、一番心配するのが、帰って先生が仕事、病院があい

ていないときだと思うんですよ。そういうようなときに、このように救急外来を実施

していただけるんであれば、本当にすばらしい医療体制になるんだというふうに思う

んですよね。また、そうしてほしいという願いは強く持っています。 

   じゃ、なぜそれが、先ほどの住まいの件とつながってくるのは、要はそういう対応

ができるんであれば、できるような診療所だというんであれば、半額助成、極端な言

い方すると、本当にそういう体制をとってくれるんであれは、無料だって私もいいと

思います。 

   そして、８３号で出てくる補助金、これも白河市の補助金と比べますと、倍以上な

んですよね。白河市の要綱だけ見れば、厳しい条件がついていながら、補助金が、建

物に対しては５００万円、西郷村で考えているのは、整備に対して２５０万円という
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２つの出し方が示されていますけれども、白河市の場合は、子ども診療所に対して

５００万円と。それから、在宅療養支援を行う診療所、これに対して２００万円とい

う補助金を、要綱としてうたっているわけですね。 

   この部分は課長、時間もありませんので、そちらで結構ですが、その部分は検討し

ましたか。（不規則発言あり）したのね。でも、必要ないということなんですね、判

断は。（不規則発言あり）そういうことのようであります。 

   基本的には、私、本当に、白河市のこの中身なんであれば、村のためにすばらしい、

いい診療所ができると思うんですよね。ただ、西郷村は、お医者さんが少ないといい

ながらも、いろんなデータで出してきてありますけれども、現実的には５分、１０分

行けば、白河市の医療機関があって、現在も、ちょっと具合悪ければ行けるわけです。

ほかの、３０分も行かないと大きな病院がないとか、あるいはお医者さんがないとい

うようなところと比べれば、そういう面では、かなりといいますか、相当恵まれてい

るほうだと思うんですよね。 

   ただ、そういう村に、平日救急でも診てくれる小児科の先生がいてくれるならば、

これは最高のことですので、ぜひお願いしたいというふうには思うんですが、その部

分がこの要綱の中に入らないで、そして、白河市の倍以上の補助金を出しながら、土

地を普通の貸付料から比べたら半分にまでまけて、これを金額、ちょっと試算してみ

ますと、約５０万円ちょっと安くしますから、それの、この提案ですと３０年契約と

いうことですから、単純に計算すれば１,５００万円になりますよね。 

   そして、１,２５０万円の補正予算を出したいということで、今回出ておりますか

ら、約３,０００万円の補助金を、この診療所のために出したいというお考えなわけ

ですけれども、じゃその３,０００万円の貴重な、村民が税金で納めていただいた、

その３,０００万円近くのお金をかけることによって、どれだけ変わるのか。それの

一番大事なのが、先ほど、もっとあれば、それに、ぜひ対応していただきたいと思い

ますが、先ほど申し上げた平日の夜間救急外来、こういう診療をしていただけるかど

うか。こういうところは、絶対外してはならないと思うんですよ。 

   その辺はどうでしょうか、副村長。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） お答えいたします。 

   やはり、どうしても白河市に比べると、医師数が少ない、診療所等が少ないという

形で考えておりましたので、ぜひ西郷村という形ありました。 

   それによってどうなのという話はあるかと思いますが、私、個人的に、村的にも同

じでしょうけれども、子育て支援には最高の設備が整うと、体制が整うと思っており

ます。子育てが、設備がいいということになる、子育て支援が西郷村は整っていると

いうことになれば、お母さん方、お父さん方は、必ず住んでいただけるんじゃないか

と思っております。 

   現在、地方創生、地方創生とうたわれている中で、やはりひととり、住んでもらっ

て、村が発展するという一面もあるかと思います。その意味でも、村に住んでいただ
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ける選択が広がるんじゃないかと思っております。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 今の答弁ですと、クリニックができれば、そういう体制になると

いうことの理解でよろしいですか。できさえすればいいということですか。 

   私が申し上げたいのは、その中身なんです。つくるからには、補助金を出すからに

は、それなりに、今までの医療体制とは違うものがなければ、３,０００万円出す価

値があるのか、価値という言い方はおかしいかもしれませんが、何度も言いますけれ

ども、村民が、いや、俺らの税金３,０００万円出したって、診療所をやってくれれ

ば、あけてくれるんであればいいですよと、理解していただくとしたらば、同じ形で、

時間になったら終わりですよでは、全然変わらないと思うんです、今までとね。ただ

白河市に行けばいいだけの話で、何でかんで、ここになくちゃならないということで

はないと思うんです。 

   ただ、確かに役場から近いから、新庁舎ができても近いから、そのブロックの中、

プロジェクト地区の範囲内の中で、連携はとりやすいかもしれません。でも、ここで

なくても、ちょっと前に同僚議員から提案あったように、じゃ道路の向かい側の田ん

ぼだって変わりないと思うんですよね。 

   ここの一等地に呼んで、それを貸付額を半額にして、さらに補助金をつけてやると

すれば、先ほど何回も言いますけれども、やはり夜の、子どもらがね、母親、父親が、

やっぱりそれを、夜でも診てもらえる、そういう診療所が西郷村にできるんだという

ことであれば、これは絶対、村民の方も賛成できると思いますし、私も正直、ちょっ

とこれ、最初の経過の中で、給食センターのいろんな絡みから、反対すんだべなとい

うふうに支持者の方から言われてまいりました。 

   ただ、その中身によっては、これは村のためになることだったら、これは賛成する

必要があろうとは思いますが、そのためには、やっぱり説得する材料、今までと同じ

ことで、単なる診療所が西郷村にできたということだけでは、やはりちょっと弱いと

思うし、じゃ今まで、現在今、医療に携わっていただいている、ほかの医院なり病院

はどうなんだということも出てくると思うんです。 

   この中に、細かいところに出てくるのかもしれませんが、ちょっとそこまで見てい

ませんが、まず基本的に、３,０００万円近くの補助金を出して、来ていただくとす

れば、やっぱり出すだけのものは確約といいますか、そういうものがなくては、村民

も納得できないんじゃないかというふうに思うんですよね。 

   ですから、予算が決まれば要綱がはじめてできるんだというようなこと、今回はじ

めて勉強になりました。普通、常識で考えると、要綱があって、この要綱に従って、

今回１,２５０万円を補助したいんだというのが普通の流れかと思ったらば、実はそ

うじゃないようなので、それはルールで決まっているとすれば、それで結構なんです

が、じゃ、それが決まったとしたときに、これから要綱を新たにつくるとすれば、こ

の今の案ではなくて、やはりもっと細かいところ、先ほど言った、何回も言っている
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休日、夜間診療とか、そういうところは絶対外してはいけないし、外してもらっては

困ると。外れていたんでは、単なる今までのクリニックと同じだから、賛成はできな

いというふうにしか、今のところ言いようがありませんので、そのところをぜひ、い

や、そこは先生と交渉して、そうしてもらうようにするというようなことで言ってい

ただけるのかどうか。 

   ちょっと、副村長からもし、言えないとすれば、村長のほうから答弁いただけます

か。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   今ほど、たくさん言われましたけれども、まず、白河市に近いという話、確かに白

河市に近いです。ここから行けば１０分ぐらいで行ける距離でもありますけれども、

やはり周産期からお亡くなりになるまで、やはり医療の充実というのは大変重要なこ

とと思います。 

   ３,０００万円が安いか高いかは、これは村民が将来判断することであって、私は

ここに、小児科医療はぜひ持ってきたいと考えております。 

   それから、休日に関しては、白河医師会にて今やっております。理想は平日夜間、

それは私も理想でありますけれども、そこまでの話は、細かくはしておりません。お

話はしますけれども、この部分については、私自身から、やりますという答えはでき

ませんので、どうかご了承願いたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 当然、相手あってのことですから、村長が、やります、やらせま

すということは言えないのはわかって、お聞きしているわけでありますけれども、要

は、本当に何回も言いますけれども、３,０００万円が高いか安いかと、村長おっし

ゃいましたけれども、安くはないと思うんですよ。 

   ただ、２回目の答弁の中で、村長、補助があるのかないのかという、最初、補助は

ないとおっしゃっていたのを、再確認されたときに、補助を考えていると。少しは設

備資金も考えているというふうにおっしゃっているんですよね。 

   今回出てきた１,２５０万円、そうすると、１,２５０万円は少しの部類だとすれば、

３,０００万円もそんなに高いという感覚ではないのかなと思うので、ちょっと私と

ずれるんですが、やはり村民、金額云々じゃなくて、村民が税金で納めていただいた

ものですから、やはり金額云々じゃなくて、村民のためにだったらば、やっぱりそこ

は強く望んでいただいて、補助するかわりに、これはぜひ対応していただきたいと。 

   議会がそうじゃないと承認してもらえなかったんだというようなこと、これ相手が

あることですから、当然こちらで答えられないと思いますけれども、やはりそういう

ものがないと、それだけの、なぜそこにだけ、今度の診療所にだけ、何回も言います

けれども、土地を半分にして、いやそれも、その前の段階で、目的があるところを、

あえてそれは別なほうに持っていって、そしてそこに診療所を持ってきて、そこに手

厚い補助をして来ていただくと。 



－178－ 

   もうちょっと言わせてもらうと、ここに提案の理由も、ちょっと私、わからないん

ですが、村内の医療充実を図るため、誘致診療所の運営を継続的に行うことができる

ようということで減額したいんだという課長の答弁もありました。 

   それで、まず一つあれなの、誘致診療所という言葉を使っているんですが、最初は

向こうで西郷村に出たいということからの話であって、企業誘致にこちらから、例え

ば東京に行って、努力して、企業に来てもらうという、そういう誘致とは、ちょっと

意味が違うんじゃないのかなと。 

   だから、なおのこと、そうだとすれば、企業誘致なんであれば、うちでこれだけの

恩典を準備しますから、ぜひうち、西郷村に来てくださいというんなら、それは誘致

企業であり、こういう補助金も当たり前だというふうに思うんですが、最初のスター

ト、そうじゃなかったはずですよね、説明聞いてますとね。 

   それは、どこか土地を探しているという話を聞いて、じゃということで案内した、

いや、それは来てもらったほうがいいから、それはそれでいいんですけれども、です

からそこは、相手、例えば９月には開院したいんだと。そのために急いで、今回出し

ているんでしょうけれども、何か見ていると、相手のペースに全て、左右されてとい

いますか、それに合わせて、全てのことが進んでいるようにしか思えないんですよね。 

   やはりそこは、こっちは補助金なり土地を提供するんであれば、やはりこちらは、

どちらかと、村が主導になってもいいんではないかと思います。やはり村の考え、村

としては、こうしていただけるならば補助金も出しますよと、この土地も使っていた

だくように協力しますよというふうに、やっぱりやっていただかないと、村民は、何

だということになってしまうんじゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 先ほど来説明しているとおり、誘致するお医者さんの言うこと

ばかり聞いているんじゃないかという話でありますが、白河市のところと西郷村を考

えているというふうな情報でした。それで、白河市より、ぜひとも西郷村に誘致した

いというふうな思いで、西郷村に来ていただきたいという話を進めました。 

   ほかの企業でも同じだと思うんですが、情報で、白河市、決まっているんじゃない

よと、西郷村に決めてかかっているという話はあるかもしれませんが、実際は、相手

がいたときに、早く、どういうふうな、理由はどうあれ、極端な話は、来ていただき

たい、来ていただきたいというふうに営業をかけたほうが、一番いいというふうに私

は判断しました。 

   さらには、医師会の話というふうな形もありますが、やはり西郷村と白河市の医師

の機関ですね、先ほど申し上げましたが、医療機関とか在任の医師数というふうな、

やっても少ないですし、白河医師会で、先ほど夜間診療の話がございました、休日と

夜間診療。その当時、先生ともお話ししたときに、白河地域でもやはり医師が不足し

ているよと。それで、いろいろ割り当ててはくるんだが、白河市中田の小児科医がな

くなったり、なくなったの、閉院したりですね。あと、新白河駅の小児科医も閉院し

たりして、また、白坂近くのお医者さんも結構高齢になってきているということを考
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えた場合、医師をこの辺に必要だというふうな意識を持っている医師だったもんです

から、いろいろ考えた上で、ぜひともというふうに言いました。 

   それで、夜間、平日、白河医師会で、先ほど要綱の中で、白河医師会に所属してい

なければ該当しませんよという中で、白河医師会で、平日夜間の小児救急医療を当番

医制度で白河厚生病院救急外来診療所の実施、また、休日の小児救急診療を当番医制

度で、各診療期間に持ち回りで実施しております。ただ、村内では、当番医制度に対

応している医療機関がないというようなこともあります。ですから、白河医師会のほ

うに入っていただいてもらうというふうな条件もつけております。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 今、医師会の話も出ましたけれども、当然これは医師会とか、厚

生病院、からだの学校とかでお世話になっていますし、また既存の医院等もあります。

それらのところとの協議はされているんですかね。そこをちょっとお聞かせください。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 医師会の了承は得ていると聞いております。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 副村長が聞いているということは、課長が確認しているのかな。

課長、間違いないですか。医師会は了承しているの。（不規則発言あり）医師会に入

る。（不規則発言あり）それ、根本先生が入るという。（不規則発言あり） 

○議長（真船正康君） 挙手して（不規則発言あり）健康推進課、ちょっと（不規則発言

あり）挙手して…… 

○８番（真船正晃君） すみません、課長、ごめんなさい、相対で話して、議長、すいま

せん。 

   それと、ちなみに、先生の名前がわかるんであれば、ちょっと教えてください。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） ８番真船議員の質疑にお答えをいたします。 

   今回誘致をしています医療機関につきましては、ねもとクリニックの先生が経営を

されている健恵会という医療法人になりますので、今回来られる先生は、そこの職員

というふうになります。 

   健恵会自体が白河医師会に加入しておりますので、当然この要綱にも合致をしてい

るし、当然、我々としては、平日夜間の救急等の当番医制を西郷村のクリニックでも

引き受けてもらえるというふうに認識をしております。（不規則発言あり） 

○８番（真船正晃君） まだ決まっていないことかもしれません…… 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 失礼しました。８番。 

   決まっていないことかもしれませんので、じゃ、それは結構ですが、若い先生で、

そうすると、その先生が白河医師会に入って、当番制には参加、従事するということ

ということですね。 
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   じゃ、その部分はわかりましたが、希望は、あくまでもやっぱり、常に夜間も対応

していただけるように、ここに住んでいただいて対応していただける、そういう対応、

交渉をぜひお願いしたいというふうに思います。 

   それから、この要綱の中で、ちょっと気になるところがあったのは、交付対象者の

ところで、市の要綱ですと、白河市暴力団排除条例で、暴力団員でないことというよ

うなことが入ったり、当然これは市民、市内に住所を有する方が対象者ということで

限定していますので、市税の滞納がないかという部分と、市内に住所を有する、この

３つが市には入っております。 

   これがそのまま村に当てはめられるかどうかは別として、やはりその辺の、例えば

暴力団関係が云々というようなこと、こういうものも、やっぱり検討する必要がある

んではないかというふうに思います。 

   そして、奨励金の出す項目で、うちは設備になっていますけれども、周産期から終

末期までと村長がおっしゃるんであれば、やはり在宅療養支援診療所を開業した場合

ということで、白河市は２００万円を限度に出せるようになっています。こちらも、

子どもだけではなくて、本当に終末期までのことを村長がお考えであるんであれば、

これも検討すべきではないかというふうに思います。 

   それから、白河市は１人１回限りというふうになっていたと思うんですが、この縛

りがちょっと見当たらなかったので、西郷村の今の考えでは、１人何回でもいいのか

というふうにとられるんですが、これなんかも、ちょっと検討すべきではないかとい

うふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） お答えいたします。 

   まず、暴力団等の縛りにつきましては、白河市の要綱のほうには、ご指摘のとおり、

白河市暴力団排除条例に規定する暴力団員等でないことというような規定になってお

ります。 

   西郷村においては、要綱案をつくる際に、いろいろ検討させていただいたんですけ

れども、まず、医療法に規定する医師もしくは医療法人の免許を持っている方という

ふうに限定していますので、暴力団はそこで排除できるのかなというふうに考えまし

た。 

   また、在宅診療につきましては、例えば白河市の在宅診療をやっている先生だと、

大体開業して、施設を持っている方が、全員持っていらっしゃるもんですから、通常

のこの要綱の施設の整備と医療機器等の購入に対する助成ということで、在宅診療の

先生の誘致にもつながれるのかなというふうに思っております。 

   また、白河市の場合は１回縛りで、交付期間１回につきというふうな規定になって

いるんですけれども、西郷村の場合は基本的、白河市の場合は、まず小児診療、あと

在宅診療につきましても、奨励金という形をとっています。要は、その医師の方が、

そのお金を自由に使える奨励金という形をとっていますので、逆に西郷村の場合は、

あくまで施設、あと設備を購入または建物を建てた場合と、その施設購入に対する助
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成というふうになっていますので、まず補助の要綱のつくりがちょっと、若干相違が

あるということです。 

   西郷村の場合は、じゃ何回もできるのかということなんですけれども、要綱の案の

第３条のほうに、村内において医療施設を新規に開設する医師、あと既存医療施設の

増改築、あと村民の健康増進に資する新たな医療行為に伴う医療機器の購入というふ

うな縛りをかけております。 

   要は、新規じゃない場合は、例えば既存の西郷村の医療機関、診療所が、例えば、

新たな診療科目を設けて、診療施設を増改築した場合、あと新たな、何といったらい

いんですかね、新しい医療機器を導入をして、例えば胃カメラを持っていない医療機

関が胃カメラを導入して、内視鏡の医療に力を入れるというような場合については認

めるというような限定をしております。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 新規だけではないということは理解いたしました。 

   中身で見ていきまして、細かいところ、これはよく、つくるときにあれでしょうけ

れども、白河市は確認書類として、医療法第８条の規定による県知事に対する開設届

出書の写しをというふうになっているようです。これら、ちょっと表現が違うのかも

しれませんが、ここ、ちょっと気になりましたので、あとで確認をしておいていただ

きたいというふうに思います。 

   ８条ですね、第８条の補助金の概算払いをすることができるというふうになってい

ます。この概算払いができるようにする意味は何なんでしょうか、お聞かせください。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） お答えいたします。 

   今回制定をする予定の要綱案につきましては、施設の診療所等の病院施設の建設に

係る補助金ということになりますので、契約から、実際に完成、着工から完成まで、

期間が相当期間必要になってくると。そういった場合に、建設をする業者さんのほう

が資材等の支払いに滞った場合に、それは契約上まずいだろうということで、一部概

算払いで補助金も支払いができるというような規定にしております。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 普通の建て主とかでしたら、大工さんも、ちょっと中間払いして

もらわないと、最後までつくれないとかということあり得るかもしれませんけれども、

お医者さんが新しくなり増改築する、なのに、当然金融機関だって、お医者さんとな

れば見方は違うと思うんですよね。だから、あえて、白河市にはその規定はありませ

んけれども、あえて概算払いまで、そこまで至れり尽くせりの必要があるのかと。 

   というのは、この概算払いの部分がなければ、今回の補正に上げる必要ないんじゃ

ないかと思うんですよ。来年９月開院したいという、相手の思いのとおりに事が進ん

だとしても。なぜ今回、補正予算にまで補助金が出てくるのかなというのが疑問だっ

たんですよね。 
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   ここで概算払いがなければ、普通ですと、完成して、そして、完成の報告なりしな

がら、補助金を支払いするという形のが普通だと思うんですけれども、お医者さんに

概算払い、金あるのにそんなことしてもらわなくていいなんて怒られないかなんて、

逆に思って心配したりするんですが、概算払いまでの必要性ってあるんですかね。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） お答えをします。 

   まず、この８条の規定なんですけれども、村長は前条の規定により、補助金の交付

を決定した場合において、特に必要があると認めたときには、前条の規定により補助

金の交付を受けた者の請求により概算払いをすることができるという規定で、概算払

いをしなければならないという規定ではございません。 

   ですので、補助申請者のほうから概算払請求書、概算払いの様式により事業の請求

書がきたときに、当然理由を付した上で請求書がきますので、その時点で村長が、こ

れは適正だと、この概算払いをするのに適当な理由があって、これは事業執行上必要

だと認めた場合に限り、概算払いができるというような要綱になっておりますので、

ご理解いただければと思います。 

   また、予算との絡みなんですけれども、基本的には、第５条の交付、西郷村の医療

施設整備の補助金交付の内示通知を出した時点で、村としては債務が発生しますので、

この時点で予算措置がないと、内示、その後の交付決定通知も出せないというふうに

なりますので、今回１２月補正で、予算のご承認の案を提出をさせていただいたとい

うことになります。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 概算払いのことですが、これ、要綱に入れてあるから、じゃ申請

書、こういう要綱になるなら申請書出してというふうになるんであって、別にこれが

なければ、そんな余計な心配しなくていいんじゃないのかなと思うんですけれどもね。 

   でも、白河市はあくまでも、できてから１年までの間に申請といいますか、請求を

するというような形になっているようですね。奨励金の交付の申請は、小児科診療等

の新規開業日から起算して１年を経過する日までの間に行わなければならないという

ようなことで、５００万円であっても、そのような内容でなっているわけであります

けれども、今回、西郷村で考えているところは、本当に至れり尽くせりということで、

これ、何の先生とも話はしていないというお話だったので、その話は信じるとします

と、いや、こんなにしていただけるんですかと、かえって恐縮されちゃうんじゃない

のかなというふうに思うぐらい、細かいご配慮をしていただいているなというふうに

思います。 

   そこまで本当に必要なのか。でも、やるからには、先ほど何回も言いましたように、

当番医に入るから今度はいいんだじゃなくて、いつでも夜間診療ができる体制になる

んだよといえるような、そういう交渉を、やっぱりやっていただきたいなと。それだ

けのお金をかけてやるんであれば、ぜひそこはお願いしたいというふうに思います。 

   それからあと、要綱関係ですね。先ほど何点か気がついたところを申し上げました
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けれども、再度見直しをしていただく必要があるんじゃないのかなというふうに思い

ます。 

   本当に細かく配慮されているというふうには思いますが、あまり配慮し過ぎている

ところはどうなんだべというふうに、ちょっと考えるところがございますので、ぜひ

ひとつ、中身、これから、例えば、８３号が承認されて、補正予算が決定するとすれ

ば、それから、この８２号とあわせてつくるということになるんだと思いますけれど

も、その中身はきちんと再検討していただいた内容で要綱をつくっていただきたいと

いうふうに思います。 

   そこの部分について再検討していただいて、先ほど申し上げた平日夜間診療、ここ

の部分について、もう一度、ひとつお聞かせください。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   今言われました要綱のことについては、これから発議されますので、その中で十分

精査していきたいと思います。 

   夜間については、お話ししますけれども、ここでは確約できないので、なるべくお

願いするという気持ちがあるもんですから、その辺は理解していただきたいと思いま

す。 

○議長（真船正康君） ８番真船正晃君。 

○８番（真船正晃君） 答えにくいのは、何回聞いたって同じでありますけれども、それ

が村民への一番の説得材料だと思うんですよね。３,０００万円の補助金を出すけれ

ども、こういうふうに村に診療所ができて、変わりますよと。安心して病気してくだ

さいではありませんけれども、万が一のときにも、子どもさんが急に熱出しても、そ

れを診ていただける、そういう診療所ができるんですよというような形になるように、

ぜひやっていただくことが、私としては、例えば、賛成するとすれば、その条件とい

うことになりますし、村民の方もそれが一番求めていることだと思います。 

   例えば、最後１点だけなんですが、これ、約３,０００万円の補助金があるわけで

すけれども、一般質問でさせていただいた住宅用の火災警報機、これ、大体

２,０００円か３,０００円ぐらいらしいですけれども、３,０００万円あると１万個

買えるんですよね。だから、一番は、高齢者ひとり住宅とか、あるいは障がい者の方

のお宅には無料でということを申し上げましたけれども、何ぼでもその辺のやつもで

きるはずです。 

   そういうものが、前向きに検討していただいていると思いますけれども、やはり生

きた３,０００万円をぜひ、いい要綱をつくっていただいて、村民が喜んでいただけ

る中身でやっていただくことをお願いして、私の質疑を終わらせていただきます。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） これより午後２時２０分まで休憩とします。 

（午後２時０１分） 

◎再開の宣告 
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○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後２時２０分） 

○議長（真船正康君） 休憩前に引き続き、議案第８２号に対する質疑を許します。 

   １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   議案第８２号「財産の減額貸付について」、質疑いたします。 

   そもそも拠点づくり計画は、当初は防災を基軸にした土地利用を進めていたと私は

認識しております。いつの間にか防災という概念が変化したようで、いつ方向を変え

たのか、まず最初に、先ほど１２番議員の上田議員と８番真船議員が、説明の中にも

少し関連していますけれども、村長のお考えを伺います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 矢吹議員の質疑にお答えいたします。 

   学校給食センターは昭和５３年３月に完成しまして、以来４１年経過しまして、非

常に老朽化しているということと、あと、作業においても支障を来しているというこ

とを前提に、給食センターの改築ということを考えておりました。 

   改築するに当たり、事業をやるについては、補助事業を模索していたところ、たま

たま防衛省のまちづくり交付金事業というのがありまして、それによると、補助率が

結構いいということと、あとは、給食センターを防災という位置付けのもと、防災と

自衛隊の協働のまちづくりということで、それで模索していきまして、私も何度か陳

情したところであります。 

   今年の７月におきまして、防衛省から正式というか、東北防衛局のほうから部長が

見えまして、現在のところ、雪割橋の予算がいっぱいであり、雪割橋完成後に防災食

育センターということを提案してくださいということでありました。 

   雪割橋については、令和３年から４年にかかりますから、それから手を挙げたとし

ても、基本計画から実施設計、そして工事となりますと、早くとも給食の再開が令和

７年以降になるということで、前、一般質問から、イの一番に給食センターを完成さ

せろということを受けまして、そういうことがありまして、防災から、それでは防災

の補助が、ちょっと見通しがはっきりしないということで、普通の給食センターとい

う意向でありました。 

   それに伴い、じゃ防災はどうなるのかということで、今議会の中でいろいろありま

したけれども、庁舎建設に当たり、あらゆる災害対策の防災拠点として位置付けしよ

うという考えでありまして、議会の中身も含めて、防災機能、あらゆる面での、議員

の皆様と相談しながら進めるということで、今日まできたわけであります。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   学校給食センターの建てかえが急務であると、議会も共通認識していた場所なんで

すけれども、今協議して、説明したというけれども、ちょっと説明が、我々に対して

は説明が不十分で、ちょっとわからないということで、こういう今日までに挙がった
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経緯なんですけれども、もうちょっときめ細かく、そこら辺を説明すれば、すんなり

いくんではないかと思いますけれども、変わった経緯も、どういう形でいつ変更した

というのは、先ほどのではちょっと理解できませんので、もう一度説明お願いします。 

   給食センターという今、いろいろ、その雪割橋の防衛省のというのはわかります。

それでなく、防災拠点から今度、私も診療所に関しては１００％喜んでいます。ただ、

変更の場所がどうなのかなということで、私らには理解しがたいということで質疑し

たわけなんですけれども、そこら辺、もう１回お願いします。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 先ほど来お話ししましたように、説明不足というのは本当に申し

わけなかったと思います。それも、急遽そういうこと、小児科診療所の誘致というこ

とで、そういうことになりました。 

   それから、場所の変更ですか。（不規則発言あり）防災食育センターから給食セン

ターということの変更でありますけれども、防衛省の予算の確保が難しいという判断

のもと、その防災にかかわるものについては、庁舎において、しっかり整えたいとい

う考えで変更したわけであります。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   防災はわかるんですけれども、防災食育センターを診療所に貸すような方向で、今

進んでいるでしょう。わからない、言っていること。（不規則発言あり）その説明が

変わった理由が説明なされないで、今現在まできているんじゃないですかということ

なんです。まだわからない。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   先ほど副村長が説明したように、最初からそこありきで説明してきたわけではない

んです。最終的に、８月１０日に先生がこちらに見えて、この場所については、防災

食育センターがあるという場所ですね、それについては、ここのほうがいいですねと

いうことの希望があったもんですから、急遽そこに小児科の誘致ということになった

わけであります。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   それでは、学校給食センターを建てかえる時期だということで、その建てかえる優

先順位でも、学校給食センターは、真っ先にこれからやらなければならないという考

えで話して説明したわけではないんですか。それが給食センター後回しみたいな形で、

医療の今、診療所を持ってくるということで。 

   そもそも私らの、審議会にも私も行きましたけれども、その中の構想とずれている

んではないですかということなんです。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 給食センターにつきましては、今年度予算を持っていまして、議
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会後に測量設計から入りまして、基本設計、実施設計、そして、理想的にいえば、令

和４年度には給食センターとしての供用開始をしたいと考えております。ですから、

給食センターは、すぐにでも着手するという方向で考えております。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 村長、順序が逆じゃないですかと言っているの。 

   今、説明の中でわかりました、給食センターはね、これからのやつ、やると。なぜ、

そして、給食センターの話ししないで、センターというの、東京にしごう会では決ま

ったような話で、医療、診療所が来るということで、また、議会ではからないのに来

るようになって、決定でしょう、これ。そういう言葉発しているんですよ。もう１回

言う。 

   村長は東京にしごう会の中で、診療所来ますという発言していますね。（不規則発

言あり）給食センターの挨拶ならわかるんですけれども、そういう決定もなされてい

ないやつ、言っていいべきかなと、私はちょっとね。どうなんですかと。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 確かに東京にしごう会で、小児科が来るという話はしました。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   議会にはかって決まってからでしょう、それは、村長。ちょっと早とちりというか、

私にすればね。それはそれで、村長の考えで、通るということで判断しているんだか

ら、かまわないですけれども。 

   それでは、先ほど真船議員からもろもろ言って、大分質疑するわけだったんですけ

れども、大分聞かれたもんで、内容的な。 

   それでは、別な観点から、貸し付け開始期間を令和２年３月１日から令和３２年

２月２８日までの３０年間とした理由を説明願います。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） 矢吹議員の質疑にお答えいたします。 

   減額貸し付け期間がなぜ３０年なのか、また、貸し付け開始がなぜ３月からなのか

というご質疑でございますが、３０年という期間につきましては、長期にわたり診療

所を運営し、地域医療に貢献していただきたいということと、木造建築物の耐用年数

を考慮いたしまして、３０年の減額貸し付け期間としております。 

   また、３月からの貸し付けにつきましては、村としても、なるべく早く開業してい

ただきたいという考えで、最短のスケジュールで３月からの貸し付けとしたところで

ございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   今、木造ですからということで、３０年ということで、今、課長答弁ありましたけ

れども、２０年でも４０年でもだめなんですか、どっちかでも。どこを基準にして
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３０年と。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   ２０年でも４０年でもいいんですが、（不規則答弁あり）一応木造建築物ですので、

（不規則発言あり）そうですね、その場合は、また別な考えになったかと思います。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） だから、その３０年という、木造にするんだか、鉄筋コンクリ

ートなら４０年とかありますね。だから、４０年でも２０年でも、３０年とした根拠

を示してくださいということで聞いているんですけれども。建築法で最低というのに

したんだか、それとも最高にしたんだか。 

○議長（真船正康君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   今回の診療所につきましては、木造で建築するというお話でございますので、

３０年という設定でございます。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 堂々めぐりになりますから、木造ということで３０年というこ

とで、私はちょっとわかりませんけれども。 

   それでは、別な方向でお聞きします。 

   今回診療する根本先生ほか理事がいますね、あと監事１人と。この根本グループは、

あれ親子関係なんですか。ちょっとわからない。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 理事の家族関係はちょっと、まだ聞いておりません。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番ね。 

   理事長に関しては、４７歳ということでいいんですね。４７年生まれと言ったね。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） お答えいたします。 

   根本先生は、今回来る先生の先輩と聞いておりますので、根本先生自体は４９歳か

５０歳だと思います。ちょっと今、根本先生自体は４９歳か５０歳だと思います。 

   今度来る先生につきましては、先ほど答弁しましたように、昭和４７年８月の生ま

れという形で聞いております。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 根本先生はわかるんですけれども、理事２人、根本千恵子さん

か、あとは理事の根本成子さん、これは娘さんだか奥さんなんだかわからないし、あ

と監事は佐藤先生、住所としても、どこにあるんだかも、年齢がわからなくて、ちょ

っとわからないですか、それ。 

○議長（真船正康君） 副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 申しわけありません。わかりません。 
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○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 議長、大事な件ですので、ちょっと時間とって。明らかに一緒

に住んでいるんだから、ついでだから聞きますけれども、年齢と同居しているんだか、

住所違うんだか、ほかの先生方のね。お願いします。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） 暫時休憩いたします。副村長が３０分の休憩時間が、調べる時間

が欲しいということでございますので、午後３時１０分まで休憩いたします。 

（午後２時３９分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開します。 

（午後３時１０分） 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君の質疑に対する答弁を求めます。 

   副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 先ほどの定款の中の理事の話なんですが、先生に確認しており

ます。診療中につき、先ほど電話が入ったばかりです。本会議に入ってしまいました

ので、調整のために、３時半まで時間をいただきたいと思うんですが。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） 午後３時３０分まで休憩いたします。 

（午後３時１０分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後３時３０分） 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君の質疑に対する答弁を求めます。 

   副村長、東宮清章君。 

○副村長（東宮清章君） 先ほど連絡をとりまして、返答いただきました。 

   脇で診療中のこともあり、子どもが泣いていることもありましたので、正確に聞き

取ることができませんでした。後で聞き取りいたしまして、提示させていただきたい

と思います。ご了承ください。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   今、副村長から答弁ありましたとおり、後から追ってということで、ちょっと時間

を要するということで、それは理解しました。なかなか、後の議案がありますので、

議案第８２号に対しては質疑を終わります。 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第……失礼しました。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） これより午後４時まで休憩いたします。 

（午後３時３２分） 

◎再開の宣告 



－189－ 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後３時３２分） 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） ただいま議運長から、議事調整のため、午後４時まで休憩いたし

ます。 

（午後３時３２分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後４時００分） 

◎会議時間延長の議決 

○議長（真船正康君） まずはじめに、本日の会議は午後５時までとなっております。 

   ここで、午後６時まで延長したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

   よって、本日の会議を午後６時まで延長いたします。 

   休憩中に執行部と話し合いまして、議案第８２号について、もう少し説明をしたい

と申し出がありましたので、午後５時まで休憩をいたし、その時間を全員協議会を開

催したいと思いますが、いかがでしょうか。一旦休憩の中で全員協議会を開きたいと

思います。 

（「異議なし」という声あり） 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） 異議なしという言葉がありましたので、それでは、これより午後

５時まで休憩いたします。 

（午後４時０１分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後５時００分） 

◎議案第８２号に対する質疑（続行）、討論、採決 

○議長（真船正康君） ただいまは矢吹議員の質疑中でございます。（不規則発言あり）

よろしいですか。（不規則発言あり） 

   それでは、続いて、議案第８２号に対する皆さんの質疑はございますか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８２号「財産の減額貸付について」、本案に対する賛成議員の挙手を求めま
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す。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８３号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１２、議案第８３号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第８３号「令和元年度西郷村一般会計補正予算（第４号）」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８３号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第８４号～議案第８６号に対する一括質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１３、議案第８４号から日程第１５、議案第

８６号までの３件について、一括して議題といたします。 

   一括して質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   一括して討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

   これより一括して採決を行います。 

   本３議案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第８４号から議案第８６号は原案のとおり可決されました。 

◎西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告の件 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１６「西郷村議会改革検討特別委員会の中間報告

の件」であります。委員長の報告を求めます。 

   西郷村議会改革検討特別委員会委員長、上田秀人君。 

○西郷村議会改革検討特別委員会委員長（上田秀人君） 西郷村議会改革検討特別委員会

の報告をさせていただきます。 

   この間、４回ほど幹事会を行いまして、並びに、委員会については２回ほど開催を
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いたしました。中間報告といたしましては、当面の改革取り組み案としまして、４案

について、委員の方から意見をいただいて、今、中間報告をまとめているという、議

長に対しての報告書をまとめているという状況でございます。 

   並びに、前期の第３４期の議会運営委員会からの申し送りについての、その他も含

めての５案について、前回、各委員から意見を求めて、その意見を集約をしていると

いうところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） 西郷村議会改革検討特別委員会委員長の報告が終わりました。 

◎請願・陳情に対する委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１７「請願・陳情に対する委員長報告」でありま

す。 

   請願第５号に対する委員長の報告を求めます。 

   文教厚生常任委員会委員長、鈴木修君。 

○文教厚生常任委員会委員長（鈴木 修君） ３番。 

   文教厚生常任委員会委員長審査報告をいたします。 

   本定例会において文教厚生常任委員会に付託されました請願第５号につきましては、

１２月５日、第２会議室におきまして、全員出席のもと委員会を開催し、審査したと

ころであります。 

   厳正なる審査の結果、請願第５号「県立高等学校改革前期実施計画における再編整

備に関する請願書」につきましては、採択すべきものと決しましたので、ご報告いた

します。 

○議長（真船正康君） 委員長の報告が終わりました。 

   委員長報告に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   請願第５号「県立高等学校改革前期実施計画における再編整備に関する請願書」、

このことに対する委員長報告は採択すべきものであります。 

   委員長報告のとおり決定することに賛成する議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、請願第５号は採択することと決定いたしました。 

   次に、陳情第３号に対する委員長の報告を求めます。 

   産業建設常任委員会委員長、河西美次君。 

○産業建設常任委員会委員長（河西美次君） ５番河西です。 
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   産業建設常任委員会委員長審査報告をいたします。 

   本定例会において産業建設常任委員会に付託されました陳情第３号につきましては、

１２月５日、第２会議室におきまして、全員出席のもと委員会を開催し、審査したと

ころであります。 

   厳正なる審査の結果、陳情第３号「看護師と介護従事者の特定最賃新設を求める陳

情」につきましては、採択すべきものと決しましたので、ご報告いたします。 

○議長（真船正康君） 委員長の報告が終わりました。 

   委員長報告に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   陳情第３号「看護師と介護従事者の特定最賃新設を求める陳情」、このことに対す

る委員長報告は採択すべきものであります。 

   委員長報告のとおり決定することに賛成する議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、陳情第３号は採択することと決定いたしました。 

◎追加日程の議決 

   ここで、発議２件が追加提案されました。 

   議長において日程に追加し、直ちに議案を上程したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） それでは、議案を配付いたしますので、暫時休憩いたします。 

（午後５時１０分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後５時１１分） 

○議長（真船正康君） 配付漏れはありませんか。 

（「なし」という声あり） 

◎追加議案の上程（発議第８号及び発議第９号） 

○議長（真船正康君） それでは、追加提案されました発議２件につきましては、日程第

１７の次に追加日程第１、発議第８号、追加日程第２、発議第９号とすることにご異

議ありませんか。 
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（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

◎発議第８号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 追加日程第１、発議第８号「県立高等学校改革前期実施計画にお

ける再編整備に関する意見書の提出について」を議題といたします。 

   ただいま日程に追加されました発議第８号は、先ほど採択されました請願第５号に

伴う意見書の提出でございますので、趣旨説明を省略したいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認め、趣旨説明を省略いたします。 

   質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   発議第８号「県立高等学校改革前期実施計画における再編整備に関する意見書の提

出について」、賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、発議第８号は原案のとおり可決されました。 

◎発議第９号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、追加日程第２、発議第９号「看護師と介護従事者の全国

を適用地域とした特定最賃の新設を求める意見書の提出について」を議題といたしま

す。 

   発議第９号は、先ほど採択されました陳情第３号に伴う意見書の提出でございます

ので、趣旨説明を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認め、趣旨説明を省略いたします。 

   質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   発議第９号「看護師と介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める
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意見書の提出について」、賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、発議第９号は原案のとおり可決されました。 

◎議員派遣の件 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１８「議員派遣の件」を議題といたします。 

   本件につきましては、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２９条の規

定により、議員の派遣について議会の議決を求めるものであります。 

   おはかりいたします。 

   お手元に配付したとおり、議員を派遣することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

   よって、議員を派遣することに決定いたしました。 

◎各委員会の閉会中における継続調査の結果について 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１９「各委員会の閉会中における継続調査の結果

について」であります。各委員長の報告を求めます。 

   議会運営委員会委員長、君島栄一君。 

○議会運営委員会委員長（君島栄一君） ４番、議会運営委員長。 

   閉会中における継続審査の結果についてご報告いたします。 

   当委員会では、第４回定例会に係る会期、議事日程と諮問事項等について審議いた

しました。内容につきましては、お手元に配付した閉会中の所掌事務調査報告書のと

おりとなっております。 

   以上、報告を終わります。 

○議長（真船正康君） 議会運営委員会委員長の報告が終わりました。 

   続いて、総務常任委員会委員長、松田隆志君。 

○総務常任委員会委員長（松田隆志君） ６番、総務常任委員会委員長、松田でございま

す。 

   閉会中における継続調査の結果についてご報告いたします。 

   当委員会では、１１月１１日から１３日の３日間において、全員参加のもと、大分

県速見郡日出町に、自立のまちづくりと住民ニーズを把握する議会活動の取り組みに

ついて、今後の議会活動に資することを目的として、所管事務調査を実施しました。 

   内容につきましては、お手元に配付した閉会中の所管事務調査報告書のとおりとな

っております。 

   以上、報告を終わります。 

○議長（真船正康君） 総務常任委員会委員長の報告が終わりました。 

   続いて、産業建設常任委員会委員長、河西美次君。 

○産業建設常任委員会委員長（河西美次君） ５番、産業建設常任委員会委員長。 

   閉会中における継続調査の結果についてご報告いたします。 
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   当委員会は、１１月１３日から１５日の３日間において、全員出席のもと、愛知県

知多郡阿久比町役場庁舎及び愛知県豊田市道の駅どんぐりの里いなぶを視察し、役場

庁舎と総合文化整備と農業振興と観光物産品を調査し、今後の議会活動に資すること

を目的として、所管事務調査を実施してまいりました。 

   内容につきましては、お手元に配付した閉会中の所管事務調査報告書のとおりにな

っております。 

   以上、報告を終わります。 

○議長（真船正康君） 産業建設常任委員会委員長の報告が終わりました。 

   続いて、文教厚生常任委員会委員長、鈴木修君。 

○文教厚生常任委員会委員長（鈴木 修君） ３番、文教厚生常任委員会委員長、鈴木で

ございます。 

   閉会中における継続調査の結果についてご報告いたします。 

   当委員会は、学校教育に関する所管事務調査のため、１０月２９日に村内小学校

５校を訪問し、現状と課題について調査いたしました。また、１１月１８日から

２０日の３日間において、全員参加のもと、鹿児島県曽於郡大崎町及び鹿屋市を視察

しまして、環境行政並びに空き家対策等について、今後の議会活動に資することを目

的として、所管事務調査を実施いたしました。 

   内容につきましては、お手元に配付した閉会中の所管事務調査報告書のとおりとな

っております。 

   以上、報告を終わります。 

○議長（真船正康君） 各常任委員長の報告が終わりました。 

◎各委員会の閉会中の所管及び所掌事務調査の件 

○議長（真船正康君） 次に、日程第２０から日程第２４までの「各委員会の閉会中の継

続審査の件」を議題といたします。 

   お手元に配付したとおり、各委員長から会議規則第７５条の規定により、所管並び

に所掌事務調査及び付託事件について、閉会中の継続調査の申し出がございました。 

   おはかりいたします。 

   委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに賛成議員の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたし

ました。 

   ７番鈴木勝久君。 

○７番（鈴木勝久君） ７番、議事進行でございます。 

   冒頭に、今日の議会始まる、議事に始まる、議案に始まる前に秋山議員が、８議案

を取り消した、前回ですね、取り消したことについて、議長に、聞いておるかという

声を、質問をしましたところ、議長は聞いていないと、そうお答えになりました。 
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   私は、前回８議案を取り消されて、それで、議長が執行部に対して、どうするんだ

と、そういうお話しなさらなかったのかというのと、もう一つは、執行部の誠意とい

うか真面目さがない。あれだけ取り消されて、今回一言も何も言わないで、これで終

わりというのは、これは年越せないと思うんですよね。 

   その辺のことをちゃんと説明いただくか、何でしなかったのか、その辺ぐらいの説

明はあってもいいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） 暫時休憩いたします。 

（午後５時２２分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後５時２３分） 

○議長（真船正康君） 整理をいたします。村長に説明をお願いいたします。 

   村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 冒頭に議員から言われまして、今も質問ありました。 

   今後、今調整中でありまして、調整がつきましたら提案したいと思いますので、ど

うかご理解を賜りたいと思います。（不規則発言あり） 

○議長（真船正康君） これで本日の日程は全部終了しました。 

   なお、本会議中、誤読などによる字句、数字、その他整理を要するものにつきまし

ては、議長に一任いただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

   よって、議長に一任をいただきます。 

◎閉議の宣告 

○議長（真船正康君） 会議を閉じます。 

◎閉会の宣告 

○議長（真船正康君） これをもちまして、令和元年第４回西郷村議会定例会を閉会いた

します。ご苦労さまでした。 

（午後５時２４分） 
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